Kokochi matofu in the story of Ise by 不破 浩子
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は
じ
め
に
『
伊
勢
物
語
』
は
、
数
次
の
段
階
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
、
主
人
公
の
「
男
」
の
性
格
は
、
章
段
の
成
立
年
次
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
律
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
第
一
次
成
立
章
段
に
つ
い
て
は
、
一
途
な
「
ま
め
男
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
「
ま
と
ふ
」
と
い
う
語
の
存
在
が
夙
に
指
摘
、
考
察
さ
れ
て
い
る
。
井
上
親
雄
氏
は
、
「
ま
と
ふ
」
の
属
性
を
「
安
定
せ
ず
激
し
-
揺
れ
動
-
」
こ
と
と
規
定
さ
れ
、
そ
れ
が
「
ひ
た
む
き
」
に
あ
る
い
は
「
分
別
を
失
う
」
形
で
具
現
さ
れ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
1
ま
た
、
『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
の
中
に
は
、
恋
愛
に
お
い
て
男
性
の
行
為
の
み
を
記
述
し
、
そ
れ
に
対
す
る
女
性
の
反
応
を
記
述
し
な
い
構
成
を
も
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、
塚
原
鉄
雄
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
2
そ
れ
は
、
『
伊
勢
物
語
』
が
、
業
平
を
主
人
公
と
す
る
男
性
視
点
の
物
語
と
し
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
作
品
『
伊
勢
物
語
』
の
主
題
が
「
ま
と
ふ
」
男
で
あ
り
、
「
ま
と
ひ
」
を
記
述
し
て
い
-
上
で
、
相
手
の
反
応
は
必
要
条
件
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
表
現
対
象
と
し
て
主
要
な
位
置
を
占
め
る
「
恋
」
は
、
人
の
「
ま
と
ひ
」
の
一
種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
男
の
「
ま
と
ひ
」
は
本
質
的
に
は
相
手
の
反
応
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
女
性
の
反
応
が
記
述
さ
れ
な
い
の
は
、
記
述
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
作
品
作
者
3
の
認
識
を
示
す
。
『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
、
「
ま
と
ふ
」
及
び
「
ま
と
ふ
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
複
合
語
は
、
次
の
十
例
(
三
条
西
家
本
に
よ
る
)
で
あ
る
。
①
お
も
は
え
す
ふ
る
さ
と
に
、
い
と
は
し
た
な
く
て
あ
り
け
れ
は
、
心
地
ま
と
ひ
に
け
り
。
(
1
段
)
②
道
知
れ
る
人
も
な
-
て
、
ま
と
ひ
い
き
け
り
。
(
九
段
)
③
む
か
し
、
お
と
こ
、
武
蔵
の
国
ま
て
ま
と
ひ
あ
り
き
け
り
。
(
十
段
)
④
い
と
か
-
L
も
あ
ら
し
と
恩
ふ
に
、
真
実
に
絶
え
い
り
に
け
れ
は
、
ま
と
ひ
て
願
た
て
け
り
。
(
四
十
段
)
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
(
人
文
科
学
編
)
第
3
 
5
巻
第
1
号
七
～
二
十
二
(
一
九
九
四
年
七
月
)
⑤
親
き
き
つ
け
て
、
泣
く
泣
く
告
け
た
り
け
れ
は
、
ま
と
ひ
来
た
り
け
れ
と
、
死
に
け
れ
は
、
つ
れ
つ
れ
と
こ
も
り
居
り
け
り
。
(
四
五
段
)
七
不
破
浩
子
⑥
人
の
も
と
よ
り
、
か
さ
り
綜
を
こ
せ
た
り
け
る
返
事
に
あ
や
め
刈
り
君
は
沼
に
そ
ま
と
ひ
け
る
我
は
野
に
出
て
て
か
る
そ
わ
ひ
し
き
と
て
、
経
を
な
む
や
り
け
る
。
(
五
二
段
)
⑦
お
と
こ
、
い
と
い
た
う
泣
き
て
よ
め
る
。
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
割
引
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
こ
よ
ひ
定
め
よ
と
よ
み
て
や
り
て
、
狩
に
出
て
ぬ
。
(
六
九
段
)
⑧
か
の
あ
る
し
な
る
人
、
案
を
書
き
て
、
か
か
せ
て
や
り
け
り
。
跡
i
=
ま
と
ひ
に
け
り
。
(
百
七
段
)
⑨
-
-
と
よ
み
て
や
れ
り
け
れ
は
、
蓑
も
笠
も
と
り
あ
へ
て
、
L
と
と
に
濡
れ
て
惑
ひ
来
に
け
り
。
(
百
七
段
)
aa
⑲
む
か
し
、
お
と
こ
、
陸
奥
の
国
ま
て
ま
と
ひ
い
に
け
り
。
(
一
一
六
段
)
右
の
諸
例
に
関
す
る
中
世
の
注
釈
書
の
記
述
を
み
る
と
、
①
に
つ
い
て
、
『
知
顕
集
』
は
、
「
心
地
ま
と
ふ
と
は
、
む
ね
う
ち
さ
は
き
、
恋
の
こ
こ
ろ
の
も
よ
を
し
て
、
心
の
そ
ら
に
な
り
た
る
也
(
書
陵
部
本
)
」
「
こ
こ
ち
ま
と
ひ
け
り
と
は
、
こ
の
を
ん
な
を
み
つ
る
よ
り
、
い
つ
し
か
、
む
ね
う
ち
さ
は
き
て
、
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
つ
き
そ
め
た
る
な
り
(
島
原
本
)
」
の
よ
う
に
、
「
ま
と
ふ
」
を
、
恋
に
よ
る
精
神
的
惑
乱
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
②
の
「
ま
と
ひ
い
き
け
り
」
は
、
『
閲
疑
抄
』
に
「
道
を
分
明
に
し
ら
さ
る
な
り
」
と
注
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
「
道
に
迷
う
」
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
③
の
例
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
④
は
、
「
お
や
、
あ
は
て
に
け
り
」
を
承
け
て
「
ま
と
ひ
て
」
願
を
立
て
て
お
り
、
ま
た
、
⑤
も
「
い
そ
き
-
る
に
(
冷
泉
家
流
)
」
と
注
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
急
ぎ
あ
わ
て
た
様
子
を
表
し
て
い
る
。
⑥
⑦
は
と
も
に
、
恋
の
贈
答
歌
に
お
い
て
、
恋
に
起
因
す
る
心
身
の
惑
乱
を
意
味
す
る
。
⑥
は
「
沼
に
ま
よ
ひ
出
て
(
『
閲
疑
抄
』
)
」
の
よ
う
に
「
ま
よ
ふ
」
に
置
き
換
え
て
注
さ
れ
て
い
る
。
⑦
は
、
『
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
』
『
伊
勢
物
語
難
義
注
』
等
に
、
「
ま
よ
ふ
」
の
異
文
も
あ
る
。
即
ち
、
鎌
倉
以
降
の
注
釈
の
世
界
で
は
、
「
ま
と
ふ
」
は
精
神
的
惑
乱
を
表
し
、
当
代
の
「
ま
よ
ふ
」
と
同
義
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
、
「
ま
と
ふ
」
が
上
代
か
ら
精
神
的
惑
乱
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
は
『
古
事
記
』
『
万
葉
集
』
等
に
・
例
が
あ
り
、
「
ま
と
ふ
」
の
意
味
領
域
が
平
安
時
代
後
期
か
ら
「
ま
よ
ふ
」
に
侵
食
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
4
こ
こ
で
、
『
伊
勢
物
語
』
本
文
に
即
し
て
見
る
と
、
②
「
ま
と
ひ
行
-
」
、
⑤
⑨
「
ま
と
ひ
来
」
、
③
「
ま
と
ひ
あ
り
-
」
、
⑲
「
ま
と
ひ
い
ぬ
」
と
い
っ
た
、
あ
る
方
向
へ
移
動
す
る
動
作
や
、
⑥
「
沼
に
ま
と
ふ
」
と
い
っ
た
場
所
を
表
す
語
と
と
も
に
用
い
た
例
は
、
そ
れ
が
頼
り
な
-
て
お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
に
お
け
_
ゑ
付
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
精
神
的
な
惑
乱
と
い
う
よ
り
も
、
動
作
性
の
意
味
が
強
い
。
④
「
ま
と
ひ
て
願
た
つ
」
、
⑧
「
め
て
ま
と
ふ
」
は
、
精
神
的
な
動
揺
、
衝
撃
が
動
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
例
で
あ
り
、
⑦
「
心
の
や
み
に
ま
と
ひ
に
き
」
と
い
う
和
歌
の
例
は
、
「
ま
と
ひ
」
に
身
体
的
惑
乱
と
精
神
的
惑
乱
と
を
掛
け
る
修
辞
の
定
着
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。右
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
①
の
「
ま
と
ふ
」
を
精
神
的
惑
乱
と
解
す
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
歴
史
的
に
検
討
し
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
に
比
べ
て
、
こ
れ
に
似
た
語
形
の
「
こ
こ
ろ
ま
と
ふ
」
の
例
は
多
い
。
例
え
ば
『
源
氏
物
語
』
青
表
紙
本
の
「
心
ま
と
ふ
」
四
八
例
の
う
ち
一
例
は
「
こ
こ
ち
」
、
「
心
地
ま
と
ふ
」
十
例
の
う
ち
六
例
は
「
心
」
の
異
文
を
持
つ
。
(
以
下
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
よ
る
)
①
に
お
い
て
「
こ
こ
ち
ま
と
ひ
に
け
り
」
の
主
体
が
「
男
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
は
終
末
段
の
「
心
地
死
ぬ
へ
-
お
は
え
け
れ
は
」
と
も
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
五
段
の
、
男
が
築
地
の
崩
れ
か
ら
女
の
許
に
通
っ
て
-
る
こ
と
を
知
っ
た
家
の
主
人
が
、
そ
こ
に
番
人
を
置
い
た
た
め
に
女
に
会
え
な
-
な
っ
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
心
や
み
け
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
塚
原
鉄
雄
氏
は
、
「
「
い
と
い
た
う
心
や
み
け
り
。
」
は
、
古
来
、
諸
注
が
一
致
し
て
、
女
性
の
心
理
と
説
明
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
卑
見
で
は
「
あ
る
じ
」
の
、
心
理
的
反
応
と
理
解
し
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
第
五
段
に
お
い
て
、
女
性
は
、
直
接
に
登
場
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
」
5
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
「
心
地
ま
と
ふ
」
「
心
や
む
」
は
、
精
神
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
の
負
的
状
態
を
表
す
が
、
と
も
に
、
単
に
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
と
い
う
程
度
か
ら
、
病
気
に
よ
る
不
快
症
状
、
及
び
精
神
の
病
的
疾
患
ま
で
含
む
語
で
あ
る
。①
に
お
い
て
、
「
こ
こ
ろ
ま
と
ふ
」
で
は
な
-
、
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
と
書
か
れ
た
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
「
心
や
む
」
の
主
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
.
ま
ず
、
辞
書
・
訓
点
資
料
と
い
っ
た
漢
文
訓
読
及
び
漢
字
表
記
の
世
界
に
お
け
る
「
マ
ト
フ
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
平
安
時
代
初
期
に
成
立
し
た
意
義
分
類
体
の
辞
書
で
あ
る
『
和
名
類
衆
抄
』
は
、
先
行
す
る
漢
文
訓
読
の
歴
史
の
集
成
で
も
あ
る
が
、
そ
の
疾
病
部
(
十
巻
本
・
巻
二
)
に
精
神
的
な
疾
病
を
表
す
語
と
し
て
「
癒
狂
」
「
失
意
」
の
二
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
癒
狂
唐
令
云
、
癒
狂
酎
酒
皆
不
得
居
侍
衛
之
官
(
癒
音
天
。
狂
訓
太
布
流
、
俗
云
毛
乃
久
流
比
)
。
本
朝
令
義
解
云
、
癒
沓
時
什
地
吐
誕
沫
無
所
覚
也
。
狂
或
自
欲
走
、
或
自
高
輪
聖
賢
者
也
。
失
意
日
本
紀
私
記
云
、
失
意
(
古
々
路
万
都
比
)
「
失
意
」
の
典
拠
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
日
本
紀
私
記
』九
不
破
浩
子
で
、
景
行
四
十
年
の
「
峯
霧
谷
唾
、
無
復
可
行
之
路
。
乃
捷
達
不
知
其
所
抜
渉
。
然
凌
霧
強
行
、
方
僅
得
出
、
猶
失
意
如
酔
」
と
い
う
箇
所
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
平
安
初
中
期
の
訓
を
伝
え
る
と
見
ら
れ
る
『
日
本
書
紀
私
記
』
丙
本
は
「
牟
呂
介
氏
」
(
近
世
の
校
訂
で
は
「
乎
呂
介
」
に
同
定
す
る
)
の
訓
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
、
意
識
が
腰
僻
と
し
て
い
る
所
謂
「
失
心
」
状
態
を
表
し
て
お
り
、
「
驚
檀
失
所
(
武
烈
即
位
前
紀
)
」
や
「
舎
人
性
情
弱
、
緑
樹
失
色
、
五
情
無
主
(
雄
略
紀
五
年
二
月
)
」
と
い
っ
た
表
現
も
同
様
の
状
態
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
図
書
寮
本
に
「
マ
ト
ヒ
オ
ロ
ケ
タ
-
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
失
所
」
「
五
情
無
主
」
は
、
例
え
ば
、
最
古
の
総
合
的
な
病
理
の
書
で
あ
る
晴
代
の
『
諸
病
源
候
論
』
に
見
え
る
「
風
癒
者
、
血
気
虚
邪
シ
テ
邪
陰
経
二
人
ル
:
由
ル
故
也
。
人
血
気
有
り
、
少
ナ
ル
ト
キ
ハ
則
チ
心
虚
シ
テ
精
神
離
散
シ
魂
塊
妄
行
ス
。
因
テ
風
邪
ノ
為
二
傷
ラ
ル
。
故
二
邪
陰
二
人
ル
ト
キ
ハ
則
チ
癒
疾
卜
為
ル
(
風
癒
候
)
」
「
凡
ソ
人
ノ
或
ヒ
ハ
鬼
物
ノ
為
二
魅
ス
ル
所
有
ル
ト
キ
ハ
則
チ
好
ク
悲
シ
-
テ
心
自
ラ
動
ク
。
或
ヒ
ハ
心
乱
レ
テ
酔
ヱ
ル
如
シ
(
鬼
魅
候
)
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
『
薬
経
太
素
』
の
「
牛
黄
」
候
の
「
主
二
狂
操
ヲ
除
キ
天
行
ヲ
治
シ
、
魂
ヲ
安
メ
塊
ヲ
定
メ
邪
悪
ヲ
除
キ
」
と
い
う
記
述
も
、
「
牛
黄
」
に
「
癒
狂
」
の
症
状
を
鎮
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
室
町
時
代
の
『
万
安
方
』
と
い
う
医
書
は
「
人
、
血
気
ヨ
ハ
ク
ス
ク
ナ
キ
時
ハ
、
心
虚
シ
精
ツ
キ
テ
魂
塊
離
乱
ス
。
コ
レ
ニ
ヨ
-
テ
風
邪
ス
デ
ニ
入
テ
此
病
ヲ
ナ
ス
ナ
-
(
癒
疾
)
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
は
、
読
医
書
等
に
お
い
て
「
癒
疾
(
素
問
)
」
「
狂
癒
(
難
経
)
」
「
風
癒
(
病
源
論
)
」
「
失
心
(
広
済
方
)
」
「
失
志
(
千
金
方
)
」
「
失
心
風
(
証
治
準
縄
)
」
「
心
風
(
証
治
要
訣
)
」
「
亡
魂
(
千
金
方
)
」
「
狐
惑
(
春
秋
)
」
「
昏
迷
(
営
林
集
要
)
」
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
『
和
名
抄
』
に
い
う
「
失
意
」
と
は
、
心
気
の
虚
に
乗
じ
て
邪
気
が
侵
入
し
神
魂
が
離
れ
さ
ま
よ
う
、
あ
る
い
は
五
臓
六
肺
に
心
気
が
不
足
し
、
魂
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
意
識
が
膿
瀧
と
し
た
状
態
で
、
前
傾
に
配
さ
れ
て
い
る
「
癒
狂
(
モ
ノ
ク
ル
ヒ
)
」
の
症
状
の
一
種
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
『
苦
心
方
』
(
安
政
刊
本
)
に
「
失
魂
塊
」
を
「
マ
ト
ハ
セ
-
」
と
訓
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
失
意
」
と
は
「
魂
塊
ヲ
失
フ
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
「
マ
ト
フ
」
が
「
失
」
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
治
魔
モ
ノ
ニ
ヲ
ソ
ハ
レ
不
審
サ
メ
方
」
の
説
明
に
『
諸
病
源
候
論
』
の
「
人
睡
眠
ス
レ
バ
則
チ
魂
塊
外
遊
シ
テ
鬼
/
為
二
魔
屈
セ
ラ
ル
。
其
ノ
精
神
弱
キ
者
ハ
魔
セ
ラ
ル
レ
バ
則
チ
久
シ
ク
杵
ス
ル
ヲ
得
ズ
、
乃
至
ハ
気
暴
カ
ニ
絶
ユ
」
と
い
う
記
述
を
引
-
。
『
福
田
方
』
で
は
「
鬼
侵
モ
ノ
ノ
ケ
ニ
ソ
コ
ナ
ハ
レ
テ
」
「
鬼
邪
中
之
モ
ノ
ノ
ケ
ニ
ア
タ
テ
」
と
あ
り
、
「
鬼
気
」
を
「
モ
ノ
ノ
ケ
」
、
ク
ル
ホ
「
鬼
魅
」
「
鬼
件
」
を
「
パ
ケ
モ
ノ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
「
鬼
魅
に
著
(
さ
)
マ
シ
モ
ノ
ク
ル
ホ
ス
モ
ノ
る
(
石
山
寺
本
『
大
般
淫
楽
経
』
古
点
・
巻
十
一
)
」
「
轟
魅
厭
祷
(
西
大
寺
本
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
)
等
の
例
は
、
「
鬼
」
が
愚
-
こ
と
を
「
ク
ル
フ
」
と
称
し
た
こ
と
を
表
し
、
「
託
」
は
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
註
」
の
義
注
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
和
訓
と
し
て
「
伊
乃
留
、
久
留
比
天
毛
乃
伊
不
、
又
口
波
之
留
」
と
あ
り
、
「
祷
」
は
「
誼
」
の
注
と
し
て
「
久
知
波
之
留
、
又
太
波
己
止
、
又
久
留
比
天
毛
乃
云
」
と
い
う
和
訓
と
と
も
に
当
て
て
あ
る
。
小
川
本
『
願
経
四
分
律
』
に
は
「
託
病
」
を
「
シ
タ
ウ
チ
ス
ル
病
」
と
訓
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
精
神
錯
乱
の
症
状
の
一
種
で
あ
る
自
動
言
語
は
、
「
鬼
魅
」
に
愚
依
(
ク
ル
フ
)
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
「
ク
ル
フ
」
は
「
託
(
つ
-
)
」
に
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
ク
ル
フ
」
は
、
現
在
「
狂
」
字
の
定
訓
で
あ
る
が
、
「
罪
人
狂
タ
フ
(
れ
)
怖
テ
頑
ヲ
叩
テ
(
石
山
寺
本
『
大
智
度
論
』
)
」
「
狂
タ
フ
(
る
る
)
ガ
故
二
食
ヲ
生
ズ
ト
イ
へ
-
(
石
山
寺
本
『
法
華
義
疏
』
)
」
「
狂
虚
太
波
毛
乃
(
『
新
撰
字
鏡
』
)
」
「
狂
タ
フ
レ
犬
傷
大
方
(
『
医
心
方
』
)
」
の
よ
う
に
訓
点
資
料
に
は
「
タ
フ
ル
」
と
訓
ず
る
例
が
多
-
、
「
暫
ノ
善
方
便
ヲ
モ
テ
狂
[
愚
也
]
(
か
)
ナ
ル
子
ヲ
治
ス
ル
タ
メ
〔
以
〕
也
(
て
)
ノ
故
(
に
)
(
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
六
)
」
の
よ
う
に
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
「
オ
ロ
ケ
テ
」
に
通
ず
る
も
の
や
、
「
我
ヲ
(
し
て
)
発
狂
オ
キ
マ
ト
フ
コ
ト
(
セ
)
令
(
メ
ム
)
卜
(
ス
ル
)
コ
ト
莫
レ
(
石
山
寺
本
『
仏
説
太
子
須
撃
陀
経
』
)
」
の
よ
う
に
「
マ
ト
フ
」
の
訓
も
見
ら
れ
る
の
で
、
状
態
と
し
て
は
「
マ
ト
フ
」
と
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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「
ク
ル
フ
」
は
、
「
冷
泉
院
の
く
る
ひ
よ
り
は
、
花
山
院
の
q
副
っ
叫
は
す
ち
な
き
も
の
な
れ
(
『
大
鏡
』
伊
ヂ
侍
)
」
の
よ
う
に
、
貴
族
で
あ
る
源
俊
賢
の
発
言
の
中
に
見
え
、
ま
た
、
女
性
の
発
言
の
中
に
も
「
モ
ノ
」
を
冠
し
て
「
タ
フ
ル
」
は
、
「
多
夫
礼
多
流
し
こ
つ
翁
(
『
万
葉
集
』
」
の
よ
う
な
罵
署
や
、
「
よ
か
ら
ぬ
き
つ
ね
な
と
い
ふ
も
の
の
た
ふ
れ
た
る
か
(
『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
)
」
の
よ
う
に
、
人
以
外
の
対
象
に
用
い
ら
れ
た
り
、
「
逆
言
、
狂
言
(
『
万
葉
集
』
)
」
と
い
っ
た
形
で
見
え
、
異
常
を
表
す
強
い
語
感
和
ら
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
「
た
れ
て
ふ
も
の
-
る
ひ
か
、
我
人
に
さ
お
も
は
れ
ん
と
お
も
は
ん
(
『
枕
草
子
』
二
七
六
段
)
」
と
い
っ
た
使
用
例
が
あ
り
、
口
語
と
し
て
も
広
-
用
い
ら
れ
て
い
る
。
露
骨
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
内
容
に
起
因
す
る
必
然
的
な
も
の
で
、
表
現
自
体
が
極
度
に
忌
避
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
『
福
田
方
』
に
「
酒
ノ
酔
ノ
如
ク
狂
モ
ノ
ク
ル
ヒ
」
「
狂
柄
妄
語
モ
ノ
ニ
ク
ル
ヒ
ソ
ソ
ロ
コ
ト
イ
ヒ
」
「
狂
走
モ
ノ
ニ
ク
ル
ヒ
ハ
シ
リ
」
の
よ
う
に
「
狂
」
字
と
「
ク
ル
フ
」
の
対
応
も
密
接
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
漢
語
と
し
て
の
「
癒
狂
」
に
は
、
「
失
魂
醜
(
コ
コ
ロ
ヲ
マ
ト
ハ
ス
)
」
と
「
魔
(
モ
ノ
ニ
ッ
カ
レ
ル
)
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
「
癒
狂
」
に
対
す
る
「
タ
フ
ル
」
と
「
モ
ノ
ク
ル
ヒ
」
の
和
訓
が
鬼
邪
に
潰
依
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
の
に
対
し
て
、
「
失
意
(
コ
コ
ロ
マ
ト
ヒ
)
」
は
魂
塊
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
『
色
莫
芋
類
抄
』
(
前
田
本
)
人
体
部
に
は
、
「
失
意
」
に
「
コ
コ
ロ
マ
ト
ヒ
」
の
訓
が
あ
り
、
一
方
、
畳
字
部
の
「
悶
絶
」
に
は
「
ウ
レ
へ
マ
ト
フ
」
と
あ
り
、
「
暫
疾
部
/
疾
病
分
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
「
悶
絶
」
は
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
悶
困
」
に
対
す
る
注
と
し
て
見
え
る
が
、
「
悶
困
」
に
は
「
己
々
呂
太
由
」
と
い
う
訓
が
対
応
さ
れ
、
『
東
大
寺
説
詞
文
稿
』
に
「
悶
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
不
破
浩
子
絶
コ
コ
ロ
タ
エ
迷
フ
」
と
見
え
る
。
医
書
を
見
る
と
、
「
衝
心
悶
マ
ト
フ
」
「
間
悶
イ
ソ
カ
バ
シ
ク
」
「
運
悶
チ
マ
ク
レ
」
「
運
心
悶
イ
キ
タ
エ
気
絶
」
(
以
上
『
医
心
方
』
)
、
「
紘
悶
メ
マ
ヒ
ワ
ヒ
シ
ク
」
「
心
悶
コ
コ
チ
ワ
ヒ
シ
ク
吐
逆
」
「
心
腹
妨
悶
ワ
ッ
ラ
ハ
シ
ク
」
「
胸
偏
ム
ナ
モ
ト
煩
悶
イ
キ
リ
ワ
ヒ
シ
ク
」
「
昏
憤
マ
ク
レ
ニ
心
ミ
タ
レ
悶
モ
タ
へ
乱
コ
カ
レ
」
(
以
上
『
福
田
方
』
)
の
よ
う
に
心
胸
の
苦
痛
に
悶
絶
す
る
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
博
志
々
呂
津
古
支
之
(
『
日
本
霊
異
記
』
上
序
)
」
や
、
『
新
撰
字
鏡
』
の
<
a
「
松
古
恭
反
。
平
。
心
動
也
。
心
心
保
止
波
之
留
」
「
仲
恥
中
反
。
平
。
心
憂
也
。
心
保
止
波
之
留
。
又
太
伊
牟
」
ひ
い
て
は
、
『
福
田
方
』
に
見
え
る
「
憧
仲
モ
ノ
ヲ
チ
セ
シ
ム
ル
/
ム
ナ
サ
ハ
キ
」
「
松
惇
モ
ノ
ヲ
チ
/
サ
ハ
キ
ヲ
ツ
ル
」
と
い
っ
た
擬
態
語
的
に
表
現
さ
れ
た
意
味
に
つ
な
が
る
。
「
惇
」
は
『
医
心
方
』
に
お
い
て
「
驚
惇
」
「
惇
働
」
「
恐
惇
」
と
熟
し
て
「
コ
コ
ロ
バ
シ
ル
」
「
コ
コ
ロ
サ
ハ
ク
」
と
訓
じ
ら
れ
「
惇
働
不
定
コ
コ
ロ
バ
シ
リ
シ
ツ
カ
ナ
ラ
ス
」
「
心
惇
働
悦
惚
コ
コ
ロ
バ
シ
リ
シ
ホ
レ
」
の
よ
う
に
「
不
定
」
「
悦
惚
」
と
い
っ
た
状
態
と
共
存
す
る
こ
と
も
多
い
。
『
福
田
方
』
で
は
「
惇
働
ヲ
ト
リ
バ
ラ
タ
ツ
」
「
驚
惇
キ
モ
ツ
フ
ス
」
「
心
驚
臆
寒
ム
ネ
ハ
シ
‥
キ
モ
ツ
フ
ス
」
「
心
驚
ム
ネ
バ
ン
リ
失
意
[
心
不
定
也
]
悦
惚
ト
ホ
レ
テ
」
「
悦
惚
コ
コ
ロ
ホ
レ
テ
」
「
心
神
悦
惚
コ
コ
ロ
ホ
レ
ホ
ル
ル
」
と
い
っ
た
和
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
の
平
安
時
代
の
訓
と
共
通
す
る
訓
を
多
-
有
す
る
石
山
寺
本
『
大
唐
西
域
記
』
長
保
点
に
「
迷
(
コ
コ
ロ
マ
ト
ヒ
シ
)
テ
不
知
路
」
の
訓
が
あ
る
が
、
「
マ
ト
フ
」
を
定
訓
と
す
る
「
迷
」
字
は
「
心
迷
乱
ス
ト
(
い
ふ
)
者
、
[
如
]
人
ノ
疾
病
、
非
人
等
ノ
種
々
ノ
因
縁
ヲ
以
(
て
)
其
ノ
心
迷
乱
シ
テ
妄
(
り
)
ニ
浄
虚
空
ノ
中
(
に
)
種
々
≡
ノ
人
物
形
相
有
(
り
)
ト
見
テ
、
或
(
い
は
)
怖
畏
ス
可
(
-
)
貧
着
(
す
)
可
シ
(
高
山
寺
本
『
大
毘
慮
遮
那
経
疏
』
)
」
は
、
抽
象
的
な
惑
乱
の
意
味
で
、
離
魂
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
無
く
、
後
に
「
マ
ヨ
フ
」
「
マ
カ
フ
」
と
混
同
し
て
い
-
も
の
で
あ
る
。
「
迷
惑
」
に
「
マ
ト
フ
」
と
い
う
同
定
が
固
定
し
て
い
-
こ
と
が
、
和
語
「
マ
ト
フ
」
に
存
し
た
「
失
魂
塊
」
と
い
う
具
体
的
な
言
語
印
象
を
唆
味
に
し
て
い
-
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
「
コ
コ
ロ
マ
ト
フ
」
は
「
魂
を
失
う
」
に
か
ぎ
ら
ず
、
極
度
の
恐
怖
や
邪
気
に
よ
る
心
臓
の
動
揺
や
、
悩
み
心
配
に
胸
が
馨
屈
す
る
、
と
い
っ
た
心
胸
の
衝
撃
一
般
を
指
す
よ
う
に
変
化
す
る
。
二
仮
名
文
学
作
品
で
は
、
和
歌
と
散
文
と
で
顕
著
な
違
い
が
あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
津
保
物
語
』
『
落
窪
物
語
』
『
枕
草
子
』
等
の
散
文
で
は
、
激
し
い
動
き
を
表
す
意
味
内
容
が
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
歌
で
は
惑
乱
の
動
作
・
状
態
の
表
現
に
精
神
的
惑
乱
が
掛
け
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
は
和
歌
に
詠
ま
れ
る
題
材
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
「
ま
と
ふ
」
動
作
は
詠
歌
の
対
象
と
は
な
り
に
-
-
、
ま
た
、
精
神
の
動
き
に
関
連
す
る
の
で
な
け
れ
ば
詠
歌
対
象
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
事
情
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
『
源
氏
物
語
』
に
は
、
歌
の
修
辞
を
ふ
ま
え
た
「
ま
と
ふ
」
が
、
精
神
的
な
惑
乱
を
表
す
表
現
と
し
て
確
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
「
ま
と
ふ
」
は
、
現
在
は
精
神
的
な
動
揺
・
惑
乱
を
表
す
語
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
か
な
り
動
作
性
の
強
い
意
味
を
持
つ
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
散
文
を
中
心
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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散
文
に
お
け
る
「
ま
と
ふ
」
の
用
例
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
I
行
-
べ
き
道
を
失
う
(
道
に
迷
う
)
①
仏
教
的
な
妄
執
(
愛
欲
・
名
利
)
②
狐
・
惑
神
に
よ
る
惑
い
(
道
に
迷
う
・
病
気
に
よ
る
悶
絶
、
失
心
)
Ⅱ
激
し
い
動
き
③
病
気
の
苦
悶
に
よ
る
発
作
、
失
心
④
動
詞
に
付
加
し
て
、
そ
の
動
作
が
激
し
い
こ
と
、
ま
た
あ
わ
た
だ
し
-
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
れ
ず
、
精
神
的
に
「
道
に
迷
っ
て
い
る
」
と
い
う
比
職
的
な
現
状
把
握
の
中
で
、
仏
教
に
お
け
る
理
念
的
惑
い
と
俗
信
的
な
迷
神
に
よ
る
迷
い
と
が
混
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
「
迷
ハ
シ
神
」
「
迷
ヒ
神
」
や
狐
狸
・
物
怪
が
人
に
潰
依
し
て
様
々
の
異
常
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
社
会
通
念
か
ら
、
何
か
と
問
題
を
起
こ
す
人
騒
が
せ
な
人
、
困
っ
た
い
た
ず
ら
者
、
と
い
っ
た
意
味
で
「
す
へ
て
君
は
涼
を
ま
と
は
し
給
(
『
宇
津
保
』
蔵
閲
中
)
」
「
い
と
か
た
は
に
人
の
心
を
ま
と
は
し
給
宮
な
れ
は
(
『
源
氏
』
婿
蛤
)
」
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
す
ま
し
て
い
る
相
手
を
少
し
困
ら
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
い
た
ず
ら
心
を
表
す
の
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
か
か
る
を
り
に
す
こ
し
を
と
し
き
こ
え
て
御
心
ま
と
は
し
て
、
こ
り
ぬ
や
と
い
は
む
(
紅
莱
)
」
と
い
う
、
頑
中
将
の
源
氏
に
対
す
る
気
持
ち
や
、
「
い
と
よ
く
す
き
給
仏
教
に
お
い
て
は
、
肉
親
、
異
性
、
物
質
等
に
対
す
る
執
着
は
妄
執
と
さ
れ
、
妄
執
は
往
生
の
妨
げ
と
な
っ
て
「
迷
う
」
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
「
迷
ハ
シ
神
」
「
迷
ヒ
神
」
や
狐
狸
・
物
怪
の
類
に
愚
依
さ
れ
た
結
果
と
し
て
「
道
に
迷
う
」
「
山
に
迷
う
」
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
迷
う
」
状
態
が
、
妄
執
に
囚
わ
れ
て
い
る
状
態
の
比
職
と
し
て
、
和
歌
等
の
文
学
に
お
い
て
修
辞
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
漢
字
文
献
と
一
線
を
画
し
、
仮
名
文
学
作
品
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
「
迷
い
の
原
因
」
と
し
て
の
妄
執
、
迷
神
と
い
っ
た
存
在
が
明
確
に
認
識
さ
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
ひ
ぬ
へ
き
心
ま
と
は
さ
む
と
か
ま
へ
あ
り
き
給
な
り
け
り
(
壁
)
」
と
い
っ
た
源
氏
の
蛍
兵
部
卿
宮
に
対
す
る
気
持
ち
は
、
そ
れ
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
「
ま
と
ふ
」
の
持
つ
妖
惑
性
や
語
感
の
強
さ
が
減
退
し
て
、
よ
り
日
常
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
比
職
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
仮
名
文
学
作
品
の
方
に
、
動
作
性
よ
り
精
神
的
惑
乱
の
意
味
が
強
い
と
い
う
全
体
の
傾
向
に
合
致
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
仮
名
文
学
作
品
と
仏
教
説
話
の
テ
ー
マ
・
題
材
の
違
い
に
よ
る
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
ま
と
ふ
」
が
、
精
神
的
懐
悩
・
惑
乱
を
表
す
語
と
し
て
確
立
し
て
い
る
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
が
人
間
の
「
ま
と
ひ
」
を
明
確
な
テ
ー
マ
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
不
破
浩
子
ま
た
、
漢
字
文
献
と
の
共
通
点
は
、
疾
病
と
し
て
の
「
コ
コ
ロ
マ
ト
ヒ
」
に
、
も
と
も
と
存
在
し
た
、
激
し
い
苦
痛
の
発
作
と
、
そ
の
極
限
と
し
て
の
失
神
と
い
う
両
方
の
意
味
内
容
が
、
や
は
り
和
語
の
「
ま
と
ひ
」
に
も
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
激
し
い
動
き
、
あ
わ
た
た
し
い
動
き
と
、
途
方
に
く
れ
、
呆
然
と
し
た
状
態
と
の
両
方
を
表
す
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
動
き
も
、
単
に
激
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
発
作
の
よ
う
な
「
さ
ま
あ
し
き
」
動
作
映
像
を
伴
っ
て
お
り
、
物
語
の
理
想
的
人
物
は
「
ま
と
は
な
い
」
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
。
修
辞
上
で
は
、
漢
字
文
献
に
見
ら
れ
た
「
心
迷
肝
失
」
と
い
っ
た
驚
き
や
恐
怖
を
表
す
慣
用
表
現
を
や
わ
ら
げ
た
表
現
も
、
「
心
魂
ま
と
ひ
て
よ
ろ
す
の
こ
と
お
は
え
す
(
忠
こ
そ
)
」
「
心
き
も
を
ま
と
は
し
て
恩
ふ
人
(
国
譲
上
)
」
「
魂
も
消
え
ま
と
ひ
て
物
お
は
え
す
(
嵯
峨
院
)
」
「
我
か
き
も
こ
こ
ろ
を
副
と
は
す
ら
む
(
『
落
窪
』
)
」
の
よ
う
に
あ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
に
な
る
と
「
心
ま
と
ひ
」
「
御
心
ま
と
ひ
」
「
心
を
ま
と
は
す
」
と
い
っ
た
、
漢
文
の
慣
用
表
現
を
下
敷
き
に
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
和
語
の
表
現
と
し
て
熟
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
8
「
ま
と
ふ
」
と
「
ま
よ
ふ
」
に
つ
い
て
、
古
-
は
「
ま
と
ふ
」
で
あ
る
が
、
「
「
道
に
ま
と
ふ
」
「
闇
に
ま
と
ふ
」
「
人
に
ま
と
ふ
」
の
よ
う
に
、
右
往
左
往
す
る
行
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
マ
ヨ
フ
に
な
っ
て
い
る
異
文
が
多
い
」
中
で
、
「
心
」
に
下
接
す
る
時
は
「
ま
と
ふ
」
が
「
ま
よ
ふ
」
に
な
る
異
文
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
「
「
心
」
の
場
合
は
マ
ト
フ
を
用
い
る
と
苗
い
う
よ
う
に
、
ど
の
筆
者
も
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
木
之
下
正
雄
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
9
、
「
心
ま
と
ふ
」
は
、
平
安
時
代
の
中
期
頃
に
複
合
語
と
し
て
固
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ま
と
ふ
」
と
「
ま
よ
ふ
」
の
異
文
を
大
成
本
に
よ
っ
て
検
索
・
整
理
す
る
と
、
異
文
が
あ
る
の
は
、
「
道
」
「
闇
」
等
に
「
ま
と
ふ
」
こ
と
と
掛
け
ら
れ
て
い
る
、
子
ゆ
え
の
「
ま
と
ひ
」
一
例
と
、
恋
の
「
ま
と
ひ
」
八
例
、
「
心
ま
と
ひ
」
三
例
で
あ
り
、
こ
の
結
果
か
ら
、
動
作
性
の
強
い
意
味
内
容
の
例
に
は
異
文
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
木
之
下
氏
の
説
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
ま
と
ふ
」
の
語
義
が
精
神
的
惑
乱
に
関
す
る
意
味
に
固
定
す
る
に
つ
れ
て
、
「
ま
と
ふ
」
の
中
で
も
「
し
る
べ
と
な
る
立
場
の
も
の
が
、
庇
護
し
導
-
べ
き
相
手
を
見
失
う
、
迷
子
に
さ
せ
る
」
と
い
う
状
態
を
「
庇
護
さ
れ
る
立
場
」
か
ら
捉
え
た
と
い
う
意
味
内
容
が
、
了
解
さ
れ
に
く
く
な
る
。
次
の
例
は
、
そ
の
た
め
に
全
-
異
な
る
表
現
に
変
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
へ
の
さ
ま
も
い
ひ
し
ら
す
あ
れ
ま
と
ひ
て
(
い
た
-
あ
れ
て
河
内
本
(
河
)
)
(
浮
標
)
は
か
は
か
し
う
あ
ひ
っ
-
人
も
な
-
て
、
と
し
こ
ろ
あ
れ
ま
と
ふ
(
な
か
り
け
る
を
背
表
紙
本
(
氏
)
)
を
恩
い
て
て
は
し
を
み
給
人
々
め
も
か
か
や
き
ま
と
ひ
給
(
か
か
や
き
給
青
表
紙
本
(
横
)
か
か
や
き
て
な
ん
別
本
(
保
)
)
(
鈴
虫
)
青
表
紙
本
の
「
心
ま
と
ひ
」
二
八
例
、
「
心
を
ま
と
は
す
」
と
い
っ
た
動
詞
形
態
を
と
る
も
の
二
四
例
、
「
心
地
ま
と
ふ
」
一
一
例
の
う
ち
、
特
に
、
「
心
地
ま
と
ふ
(
「
心
ま
と
ふ
」
の
異
文
一
例
)
」
に
五
例
の
異
文
が
あ
る
こ
と
は
、
「
ま
と
ふ
」
が
「
心
地
」
よ
り
も
「
心
」
と
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
御
む
ま
よ
り
す
へ
り
お
り
て
、
い
み
し
-
御
心
ち
ま
と
ひ
け
れ
は
(
御
心
ま
と
ひ
の
す
れ
ば
別
本
(
別
)
)
こ
れ
み
つ
、
心
地
ま
と
ひ
て
(
心
河
内
本
(
河
)
)
、
(
夕
顔
)
(
夕
顔
)
い
と
と
み
た
り
か
は
し
き
心
ち
と
も
の
ま
と
ひ
(
み
た
れ
か
は
し
き
み
た
り
心
と
も
の
ま
き
れ
青
表
紙
本
(
三
)
)
に
、
き
こ
え
さ
せ
た
か
ふ
る
こ
と
も
は
へ
り
な
む
(
夕
霧
)
-
ら
う
な
り
に
し
空
の
け
し
き
に
御
心
ち
ま
と
ひ
(
御
心
河
内
本
(
鳳
)
別
本
(
麦
阿
)
)
に
け
る
を
(
夕
霧
)
す
き
に
し
御
事
に
も
、
ほ
と
ほ
と
御
心
ま
と
ひ
(
御
心
ち
河
内
本
(
七
)
別
本
(
陽
)
)
ぬ
へ
か
り
し
お
り
お
り
お
は
-
は
へ
り
L
を
(
夕
霧
)
い
と
あ
さ
ま
し
く
あ
き
れ
て
、
こ
こ
ろ
も
な
か
り
け
る
よ
の
あ
や
ま
ち
を
、
を
も
ふ
に
こ
こ
ち
も
ま
と
ひ
ぬ
(
心
別
本
(
宮
陽
国
麦
)
)
へ
き
を(浮
丹
)
ま
た
、
「
心
地
ま
と
ふ
」
が
、
夕
顔
巻
と
夕
霧
巻
の
物
怪
が
跳
摸
す
る
場
面
に
集
中
し
て
い
る
の
は
、
「
心
ま
と
ふ
」
に
比
べ
「
心
地
ま
と
ふ
」
の
方
が
、
病
的
、
実
質
的
な
異
常
を
表
す
性
格
が
あ
る
た
め
と
解
さ
れ
、
少
な
-
と
も
青
表
紙
本
で
は
「
心
地
ま
と
ふ
」
を
「
心
ま
と
ふ
」
と
明
確
に
区
別
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宇
治
大
君
の
「
い
と
心
ち
ま
と
ふ
は
か
り
の
御
な
や
み
に
も
あ
ら
ね
と
、
こ
と
つ
け
て
た
い
め
む
し
給
は
す
。
(
総
角
)
」
と
い
う
態
度
は
、
「
病
気
と
い
う
ほ
ど
で
な
い
が
、
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い
の
で
」
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
疾
病
表
現
に
お
い
て
も
、
「
心
ち
あ
し
」
「
心
ち
な
や
ま
し
」
「
心
ち
む
つ
か
し
」
「
心
ち
さ
は
く
」
「
心
ち
た
か
ふ
」
「
心
ち
み
た
る
」
「
心
ち
-
る
し
」
「
目
く
る
る
心
ち
」
「
死
ぬ
る
心
ち
」
「
物
に
お
そ
は
る
る
心
ち
」
「
む
ね
せ
き
あ
-
る
心
ち
」
「
身
あ
つ
き
心
ち
」
「
み
た
り
心
ち
」
「
み
た
り
か
は
し
き
心
ち
」
「
物
け
た
つ
心
ち
」
「
例
な
ら
ぬ
心
ち
」
の
よ
う
に
、
「
心
ち
」
に
症
状
を
表
す
語
を
付
加
し
て
病
気
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
が
多
-
、
疾
病
で
「
こ
こ
ろ
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
「
驚
惇
コ
コ
ロ
バ
シ
リ
ス
」
の
よ
う
に
心
臓
を
指
し
た
り
、
「
悦
惚
コ
コ
ロ
ホ
レ
テ
」
の
よ
う
に
精
神
的
な
異
常
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
1
0
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
Eel
不
破
浩
子三
!ヽ
『
源
氏
物
語
』
は
、
桐
壷
帝
の
「
御
心
ま
と
ひ
」
に
は
じ
ま
り
、
薫
の
「
の
り
の
し
と
た
つ
ぬ
る
み
ち
を
し
る
へ
に
て
お
も
は
ぬ
や
ま
に
ふ
み
ま
と
ふ
(
ふ
み
ま
よ
ふ
)
か
な
」
に
終
わ
る
。
先
の
小
考
で
『
源
氏
物
語
』
の
「
心
ま
と
ひ
」
の
中
で
も
、
子
に
対
す
る
親
の
「
ま
と
ひ
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
1
 
1
、
こ
こ
で
は
、
異
性
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
「
を
ん
な
の
み
ち
に
ま
と
ひ
給
こ
と
は
人
の
み
か
と
に
も
ふ
る
き
た
め
し
と
も
(
輯
蛤
)
」
あ
り
、
「
す
す
ろ
な
る
け
そ
う
の
人
を
さ
へ
ま
と
は
し
給
て
、
そ
ら
こ
と
を
さ
へ
せ
さ
せ
給
よ
(
浮
舟
)
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
妄
執
で
あ
っ
て
も
、
親
の
、
子
ゆ
え
の
「
ま
と
ひ
」
が
社
会
的
に
容
認
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
異
性
に
囚
わ
れ
る
こ
と
は
罪
深
い
も
の
と
い
う
共
通
認
識
が
う
か
が
え
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
源
氏
が
「
ま
と
ふ
」
対
象
は
、
空
蝉
・
六
条
御
息
所
・
夕
顔
・
奏
上
・
藤
壷
・
騰
月
夜
・
明
石
上
・
紫
上
で
あ
り
、
中
で
も
夕
顔
に
対
す
る
七
例
、
紫
上
に
対
す
る
六
例
が
多
い
。
た
だ
し
、
紫
上
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
は
い
ず
れ
も
、
「
い
の
ち
た
ふ
ま
心
く
る
し
」
「
世
に
か
し
こ
-
お
は
す
る
人
も
、
い
と
か
-
御
心
ま
と
ふ
こ
と
に
あ
た
り
て
は
、
え
し
つ
め
た
ま
は
ぬ
な
り
け
り
(
以
上
、
若
菜
下
)
」
と
同
情
を
あ
つ
め
て
い
る
。
源
氏
自
身
も
「
め
め
し
-
ひ
と
わ
ろ
き
あ
り
さ
ま
」
だ
と
自
覚
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
愁
嘆
が
社
会
公
認
で
あ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
。
「
い
ま
さ
ら
に
、
我
よ
の
す
え
に
か
た
く
な
し
く
心
よ
は
き
割
引
に
て
世
中
を
な
ん
そ
む
き
け
る
(
御
法
)
」
と
、
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
「
ま
と
ひ
」
で
あ
る
と
自
己
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
「
よ
に
か
た
く
な
し
き
や
み
の
引
訓
に
な
む
(
竹
河
)
」
と
い
う
表
現
が
、
雲
井
雁
の
玉
章
に
対
す
る
手
紙
の
中
に
見
え
、
そ
れ
は
自
ら
の
親
馬
鹿
を
日
朝
す
る
と
と
も
に
、
同
じ
子
を
持
つ
親
と
し
て
相
手
の
同
情
と
許
し
を
期
待
す
る
表
現
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
源
氏
の
紫
上
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
は
、
肉
親
に
対
す
る
愛
情
や
、
明
石
尼
の
明
石
入
道
と
の
別
離
に
お
け
る
「
ま
と
ひ
」
の
よ
う
に
、
肉
親
に
準
ず
る
者
故
の
「
ま
と
ひ
」
で
あ
っ
て
、
恋
の
「
ま
と
ひ
」
と
は
異
質
な
も
の
と
言
え
る
。
1
 
2
夕
顔
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
は
、
源
氏
が
生
前
の
夕
顔
に
詠
み
か
け
た
「
い
に
L
へ
も
か
-
や
は
人
の
ま
と
ひ
け
ん
我
ま
た
し
ら
ぬ
篠
の
目
の
み
ち
(
夕
顔
)
」
と
い
う
1
例
以
外
は
、
物
怪
発
現
以
降
に
見
え
る
。
「
身
も
あ
っ
し
-
身
を
-
た
き
て
お
は
し
ま
と
ふ
」
「
い
か
さ
ま
に
せ
ん
と
お
は
し
ま
と
ひ
」
「
お
さ
め
ん
か
た
な
き
心
ま
と
ひ
(
以
上
、
若
菜
下
)
」
の
よ
う
に
、
紫
上
の
病
気
、
死
去
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
「
ま
と
ふ
」
源
氏
は
周
囲
の
人
々
か
ら
「
い
と
か
-
お
は
し
ま
と
へ
る
御
け
は
ひ
を
き
-
に
、
い
と
い
み
し
-
き
心
ち
し
て
い
と
-
る
し
-
ま
と
は
れ
」
る
の
は
物
性
の
仕
業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
心
ま
と
ひ
」
の
中
で
も
、
女
が
も
し
蘇
生
し
た
ら
「
み
す
て
て
ゆ
き
あ
か
れ
に
け
り
と
つ
ら
-
や
お
も
は
む
」
と
恩
い
や
り
、
女
の
遺
骸
に
「
め
-
れ
ま
と
ふ
」
の
は
源
氏
の
夕
顔
に
対
す
る
恋
の
気
持
ち
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
六
条
御
息
所
に
対
し
て
は
、
「
よ
そ
な
り
し
」
と
き
の
「
御
心
ま
と
ひ
」
の
よ
う
に
「
あ
な
か
ち
」
で
は
な
-
、
夕
顔
に
対
す
る
「
あ
な
か
ち
」
な
気
持
ち
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
葵
上
に
対
し
て
の
「
ま
と
ひ
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
<
正
妻
の
退
場
V
と
い
う
事
態
の
重
大
さ
に
伴
う
も
の
で
、
基
本
的
に
は
「
い
と
こ
と
こ
と
し
う
藤
壷
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
は
、
数
量
上
は
多
-
は
な
い
が
、
「
か
か
る
お
り
に
た
に
と
心
も
あ
-
か
れ
ま
と
ひ
て
、
い
つ
-
に
も
い
つ
-
に
も
ま
う
て
給
は
す
(
若
紫
)
」
、
果
た
さ
れ
た
逢
瀬
は
「
う
つ
つ
と
ほ
お
は
え
す
」
、
お
も
ひ
ま
と
は
る
る
(
莱
)
」
左
大
臣
に
対
し
て
「
心
-
る
し
」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
夕
顔
に
あ
な
が
ち
に
ひ
か
れ
る
源
氏
を
間
に
、
英
上
と
六
条
御
息
所
と
を
対
照
化
す
る
効
果
も
企
図
さ
れ
て
い
る
。
明
石
上
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
は
「
い
つ
か
た
の
雲
路
に
我
も
ま
よ
ひ
(
ま
と
ひ
)
な
む
月
の
み
る
ら
む
こ
と
も
は
つ
か
し
(
須
磨
)
」
、
瀧
月
夜
に
対
し
て
は
「
心
い
る
か
た
に
な
ら
ま
せ
は
ゆ
み
は
り
の
月
な
き
空
に
ま
よ
は
(
ま
と
は
)
ま
L
や
は
(
花
宴
)
」
と
い
う
歌
の
中
に
見
え
、
空
蝉
に
対
す
る
三
例
の
う
ち
の
1
例
「
あ
は
め
た
て
ま
つ
る
も
こ
と
は
り
な
る
心
ま
と
ひ
(
帯
木
)
」
と
い
う
発
言
を
含
め
、
い
ず
れ
も
常
套
的
な
求
愛
表
現
で
あ
り
、
多
分
に
実
際
以
上
に
大
袈
裟
に
表
現
す
る
挨
拶
的
な
性
格
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
は
は
き
木
の
心
を
し
ら
て
そ
の
原
の
み
ち
に
あ
や
な
-
ま
と
ひ
ぬ
る
か
な
(
帯
木
)
」
は
拒
絶
さ
れ
た
源
氏
の
独
詠
で
、
あ
や
な
-
「
ま
と
っ
て
」
し
ま
っ
た
こ
と
を
く
や
ん
で
い
る
。
こ
の
悔
い
は
、
後
に
「
つ
ら
き
お
り
お
り
か
さ
「
た
く
ひ
な
く
お
は
え
給
に
心
ま
と
ひ
し
て
(
貿
木
)
」
「
こ
こ
ら
世
を
も
て
し
っ
め
給
ふ
御
心
、
み
な
み
た
れ
て
、
う
つ
し
さ
ま
に
も
あ
ら
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
意
志
の
働
き
の
及
ば
な
い
夢
の
世
界
の
出
来
事
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
恋
の
中
で
「
あ
-
か
れ
ま
と
ふ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
例
と
、
夕
霧
の
落
莫
宮
に
対
す
る
「
あ
-
か
れ
ま
と
ひ
た
ま
ふ
は
と
」
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
実
質
は
大
き
-
異
な
る
。
夕
霧
の
恋
の
世
俗
性
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
対
象
の
女
性
も
源
氏
の
相
手
と
は
極
め
て
対
照
的
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
あ
く
か
る
」
三
五
例
を
検
討
す
る
と
、
定
ま
っ
た
場
所
を
離
れ
る
、
関
係
が
離
れ
る
と
い
う
物
理
的
な
離
別
を
表
す
例
と
、
魂
が
身
体
を
離
れ
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
う
状
態
を
表
す
場
合
の
二
種
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
、
物
理
的
離
別
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
「
な
こ
り
な
き
さ
ま
に
あ
く
か
れ
は
て
給
は
む
は
と
、
恩
給
ふ
る
こ
そ
と
き
こ
え
も
や
ら
す
(
秦
)
」
は
、
英
上
の
死
に
よ
っ
て
、
源
氏
が
左
大
臣
邸
か
ら
す
っ
か
り
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
邸
の
人
々
の
危
快
で
あ
り
、
「
侍
従
な
と
い
ひ
し
御
め
の
ね
て
心
ま
と
は
し
た
ま
ひ
し
(
初
音
)
」
.
と
苦
い
体
験
と
し
て
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
と
こ
の
み
こ
そ
、
と
し
こ
ろ
あ
く
か
れ
は
て
ぬ
も
の
に
て
、
さ
ふ
ら
ひ
つ
れ
と
(
蓬
生
)
」
「
か
-
お
は
え
ぬ
み
ち
に
い
さ
な
ほ
れ
て
、
は
る
か
に
ま
か
り
痘
不
破
浩
子
as
あ
く
か
る
る
こ
と
と
て
(
蓬
生
)
」
は
、
末
摘
花
に
仕
え
て
い
た
侍
従
が
主
人
の
も
と
を
離
れ
て
い
く
こ
と
を
指
し
.
て
い
る
。
「
い
さ
よ
ふ
月
に
ゆ
-
り
が
疎
遠
に
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
く
あ
く
か
れ
ん
こ
と
を
女
は
恩
や
す
ら
ひ
(
夕
顔
)
」
は
、
夕
顔
が
自
分
一
方
、
「
な
き
玉
そ
い
と
と
か
な
し
き
ね
し
と
こ
の
あ
く
か
れ
か
た
き
心
な
ら
ひ
に
(
莱
)
」
の
よ
う
に
死
者
の
魂
が
生
前
の
床
を
離
れ
る
、
「
物
お
も
の
住
ま
い
を
離
れ
る
こ
と
を
指
す
。
「
と
し
こ
ろ
と
を
き
-
に
に
あ
-
か
れ
、
は
は
君
も
う
せ
給
て
の
ち
(
椎
本
)
」
「
い
み
た
か
ふ
と
て
、
こ
こ
か
し
こ
に
な
ん
あ
く
か
れ
給
め
る
(
東
屋
)
」
は
、
浮
舟
が
自
己
の
住
ま
い
を
離
れ
て
後
、
落
ち
着
く
場
所
な
く
流
浪
す
る
と
い
っ
た
内
容
を
も
含
ん
で
い
る
。
ま
ふ
人
の
た
ま
し
ひ
は
、
け
に
あ
-
か
る
る
物
に
な
む
あ
り
け
る
(
莱
)
」
の
よ
う
に
魂
が
身
体
を
離
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
共
通
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
恋
に
よ
っ
て
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態
に
な
る
こ
と
を
「
御
け
し
き
な
と
も
、
れ
い
な
ら
す
あ
-
か
れ
た
る
も
(
朝
顔
)
」
「
い
ま
め
か
し
き
御
た
、
「
け
ふ
か
か
る
空
の
け
し
き
に
よ
り
、
か
せ
の
さ
き
に
あ
-
か
れ
あ
り
き
給
ふ
も
、
あ
は
れ
に
み
ゆ
(
野
分
)
」
「
か
う
心
う
け
れ
は
こ
そ
、
こ
よ
ひ
の
風
に
も
あ
く
か
れ
な
ま
は
し
く
侍
つ
れ
(
野
分
)
」
は
、
あ
る
場
所
を
離
れ
る
こ
と
と
風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
る
と
い
っ
た
映
像
と
を
重
ね
て
表
現
し
て
お
り
、
「
お
や
た
ち
の
御
う
ら
み
を
恩
て
、
の
山
に
も
あ
-
か
れ
む
み
ち
の
を
も
き
は
た
し
な
る
へ
く
お
は
え
し
か
は
(
相
木
)
」
で
は
、
単
に
親
元
を
離
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
事
態
か
ら
、
世
を
す
て
て
流
浪
す
る
と
い
っ
た
、
よ
り
象
徴
的
な
意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
あ
は
れ
と
お
も
ひ
し
は
と
に
、
わ
つ
ら
は
し
け
に
お
も
ひ
ま
つ
は
す
け
し
き
み
え
ま
し
か
は
、
か
く
も
あ
く
か
ら
さ
さ
ら
ま
し
(
苗
木
)
」
「
我
身
を
さ
し
も
あ
る
ま
し
き
さ
ま
に
あ
く
か
ら
し
給
と
な
か
こ
ろ
恩
た
た
よ
は
れ
し
こ
と
(
若
菜
上
)
」
は
、
頭
中
将
、
源
氏
等
が
、
妻
か
ら
離
れ
て
い
る
状
態
を
指
し
、
さ
ら
に
、
「
こ
の
と
し
こ
ろ
人
に
も
に
給
は
す
、
う
つ
し
心
な
き
お
り
お
り
お
は
-
物
し
給
て
、
御
中
も
あ
く
か
れ
て
は
と
へ
に
け
れ
と
(
真
木
柱
)
」
は
、
夫
婦
の
間
あ
り
さ
ま
の
程
に
あ
-
か
れ
た
ま
う
て
(
横
笛
)
」
の
よ
う
に
「
あ
-
か
る
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
魂
に
か
か
わ
る
二
十
例
の
う
ち
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
う
状
態
を
表
す
十
六
例
で
あ
る
。
「
あ
-
か
る
」
主
体
は
、
源
氏
四
例
、
秋
好
中
宮
一
例
、
明
石
入
道
一
例
、
夕
霧
七
例
、
蛍
兵
部
卿
一
例
、
薫
一
例
、
浮
舟
母
一
例
で
あ
る
。
秋
好
中
宮
は
草
花
が
野
分
に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
石
入
道
は
娘
と
源
氏
の
関
係
の
行
-
末
を
心
配
し
て
、
浮
舟
の
母
は
、
浮
舟
が
薫
に
庇
護
さ
れ
る
可
能
性
を
危
慎
し
て
、
薫
は
浮
舟
を
引
き
取
る
に
際
し
て
、
世
間
体
を
よ
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
考
え
に
気
を
取
ら
れ
て
、
い
ず
れ
も
「
あ
-
か
る
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
恋
の
思
い
で
「
あ
-
か
れ
」
て
い
る
の
は
、
源
氏
、
夕
霧
、
蛍
兵
部
卿
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
源
氏
の
「
あ
く
か
る
」
対
象
は
朝
顔
斎
院
と
明
石
上
で
あ
る
。
斎
院
に
対
す
る
「
あ
-
か
れ
」
は
、
中
将
君
へ
の
伝
言
と
、
紫
上
の
目
を
通
し
て
見
た
源
氏
の
様
子
の
規
定
で
あ
り
、
明
石
上
に
対
し
て
は
、
相
手
へ
の
発
言
と
し
て
見
え
る
。
蛍
兵
部
卿
の
玉
章
へ
の
「
あ
く
か
れ
」
も
鴬
に
託
し
て
歌
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
挨
拶
的
要
素
が
強
い
。
地
の
文
で
作
者
に
よ
っ
て
「
あ
-
か
れ
ま
と
ふ
」
と
規
定
さ
れ
る
源
氏
の
藤
壷
に
対
す
る
恋
、
夕
霧
の
恋
の
特
殊
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
夕
霧
の
落
莫
宮
に
対
す
る
四
例
の
「
あ
-
か
れ
」
は
、
紫
上
を
は
じ
め
、
父
源
氏
を
め
ぐ
る
女
性
へ
の
「
あ
く
か
れ
」
を
背
景
に
し
て
、
物
に
懸
か
れ
る
よ
う
に
対
象
を
求
め
て
落
葉
宮
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
、
恋
の
心
情
描
写
と
い
う
よ
り
も
、
「
あ
-
か
れ
」
に
翻
弄
さ
れ
る
人
間
を
描
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
源
氏
は
恋
の
主
体
と
し
て
の
重
み
を
保
持
し
て
い
る
が
、
や
は
り
藤
壷
へ
の
恋
は
、
人
の
意
志
を
越
え
た
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
源
氏
も
藤
壷
も
、
逃
れ
ら
れ
な
い
宿
世
に
支
配
さ
れ
苦
悶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
源
氏
の
「
ま
と
ひ
」
の
対
象
と
な
っ
た
女
性
の
方
を
見
る
と
、
夕
顔
の
「
わ
な
な
き
ま
と
ひ
」
、
葵
上
の
「
ま
と
ふ
わ
さ
」
は
物
性
愚
依
に
よ
る
も
の
で
源
氏
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
。
瀧
月
夜
自
身
は
「
ま
と
は
」
な
い
で
、
事
情
を
知
る
女
房
の
方
が
事
の
露
見
を
恐
れ
て
「
ま
と
っ
て
」
い
る
。空
蝉
は
、
「
あ
さ
ま
し
-
人
た
か
へ
に
こ
そ
」
と
「
か
り
な
る
う
き
ね
(
以
上
、
苗
木
)
」
に
苦
悶
し
て
い
る
。
身
の
程
を
し
っ
た
苦
悶
と
い
う
意
味
で
は
明
石
上
と
共
通
す
る
が
、
空
蝉
は
源
氏
の
妻
と
し
て
の
地
位
を
は
じ
め
か
ら
あ
き
ら
め
て
い
な
が
ら
も
、
源
氏
に
ひ
か
れ
る
気
持
ち
は
強
く
、
そ
れ
故
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
明
石
上
は
源
氏
の
妻
と
い
う
立
場
に
お
か
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
れ
、
困
難
な
宿
世
に
苦
し
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
源
氏
へ
の
執
着
に
「
ま
と
ふ
」
人
物
と
し
て
は
形
象
さ
れ
て
い
な
い
。
空
蝉
・
明
石
が
、
各
々
の
立
場
で
、
源
氏
の
思
い
及
ば
な
い
、
ま
た
源
氏
を
思
い
や
る
と
は
言
え
な
い
物
思
い
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
源
氏
と
同
じ
世
界
で
「
ま
と
ひ
」
、
苦
し
み
を
共
有
す
る
の
は
、
六
条
御
息
所
と
藤
壷
で
あ
る
。
「
わ
り
な
き
御
心
ま
と
ひ
と
も
(
賢
木
)
」
は
、
源
氏
・
御
息
所
、
各
々
の
物
思
い
で
あ
り
「
ま
と
ひ
」
で
あ
る
が
、
御
息
所
は
源
氏
自
ら
の
心
の
鬼
で
も
あ
る
。
藤
壷
と
は
、
冷
泉
帝
の
親
と
い
う
立
場
と
罪
を
共
有
し
、
互
い
に
対
す
る
口
に
出
せ
な
い
妄
執
は
、
わ
が
子
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
と
し
て
の
み
意
識
化
さ
れ
得
る
。
夕
霧
の
「
ま
と
ひ
」
三
例
の
う
ち
、
一
例
は
、
雲
井
雁
と
の
間
が
裂
か
れ
て
い
る
と
き
、
雲
井
雁
の
父
で
あ
る
致
仕
大
臣
に
「
か
か
つ
ら
ひ
ま
と
は
は
(
さ
か
ん
に
責
め
立
て
て
頼
む
)
(
質
)
」
結
婚
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
量
の
中
に
見
え
、
二
例
は
落
莫
宮
へ
の
妄
執
に
囚
わ
れ
た
状
態
で
、
雲
井
雁
は
「
あ
く
か
れ
ま
と
ひ
た
ま
ふ
(
夕
霧
)
」
と
見
て
思
い
嘆
き
、
夕
霧
自
身
も
「
た
ま
し
い
を
つ
れ
な
き
袖
に
と
と
め
を
き
て
わ
か
心
か
ら
ま
と
は
る
る
か
な
」
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
気
持
ち
を
、
も
て
あ
ま
し
て
い
る
。
相
木
の
「
ま
と
ひ
」
は
、
玉
章
を
実
の
妹
と
知
ら
ず
思
い
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
告
げ
る
「
ま
と
ひ
け
る
み
ち
を
は
し
ら
す
い
も
せ
山
た
と
た
と
し
-
そ
た
れ
も
ふ
み
み
し
(
藤
袴
)
」
と
い
う
歌
と
、
女
三
宮
と
の
密
通
が
源
氏
に
露
見
し
た
と
知
っ
て
病
床
に
つ
き
、
瀕
死
の
状
態
で
詠
ん
だ
「
人
や
り
な
一
九
不
破
浩
子
C⊃
ら
ぬ
や
み
に
ま
と
は
む
み
ち
の
ひ
か
り
に
も
し
侍
ら
む
(
相
木
)
」
と
い
う
歌
に
見
え
る
。
こ
の
二
人
の
恋
に
共
通
す
る
の
は
、
相
手
の
女
性
は
男
性
に
対
す
る
思
い
の
ゆ
え
に
苦
し
む
の
で
は
な
-
、
社
会
に
身
を
処
し
て
い
-
困
難
さ
、
具
体
的
に
は
、
い
か
に
相
手
の
「
ま
と
ひ
」
を
避
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
苦
し
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
女
君
を
ひ
き
つ
け
、
相
手
と
「
ま
と
ひ
」
を
共
に
し
た
源
氏
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
落
葉
宮
、
女
三
宮
の
二
人
の
宮
は
、
と
も
に
男
性
を
思
い
や
り
愛
し
得
る
気
持
ち
を
も
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
形
象
さ
れ
て
い
な
い
。
落
葉
宮
に
と
っ
て
は
母
、
女
三
宮
に
と
っ
て
は
父
の
存
在
が
大
き
-
、
そ
れ
で
充
足
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
源
氏
世
代
に
比
べ
、
男
女
と
も
未
熟
で
「
ま
と
ひ
」
に
直
面
し
得
て
い
な
い
と
い
え
る
。
正
篇
で
は
恋
に
「
ま
と
ふ
」
の
は
、
桐
壷
帝
・
源
氏
・
夕
霧
・
相
木
の
主
要
人
物
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
続
篇
(
宇
治
十
帖
)
で
は
、
薫
と
匂
宮
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
玉
掌
大
君
に
対
し
て
薫
と
雲
井
雁
の
息
子
の
少
将
が
対
比
さ
れ
、
浮
舟
に
対
し
て
思
い
を
よ
せ
る
中
将
が
配
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
ま
と
ふ
」
範
囲
が
拡
大
し
、
登
場
人
物
た
ち
の
「
ま
と
ひ
」
は
正
篇
ほ
ど
、
特
殊
で
深
刻
な
も
の
で
は
な
-
な
っ
て
い
る
。
匂
宮
は
、
中
君
へ
の
夜
が
れ
の
い
い
わ
け
に
「
つ
ね
に
、
か
-
は
、
え
ま
引
あ
り
か
し
(
総
角
)
」
と
言
い
、
浮
舟
に
は
「
み
ね
の
ゆ
き
み
き
は
の
こ
は
り
ふ
み
わ
け
て
君
に
そ
ま
と
ふ
(
ま
よ
ふ
)
み
ち
は
ま
と
は
す
(
ま
よ
は
す
)
(
総
角
)
」
と
詠
み
か
け
る
。
浮
舟
失
院
に
あ
た
っ
て
、
周
囲
の
女
房
た
ち
か
ら
「
い
か
な
る
こ
と
に
、
か
-
お
は
し
ま
と
ひ
御
い
の
ち
も
あ
や
う
き
ま
て
し
つ
み
給
ら
ん
(
晴
蛤
)
」
と
不
審
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
取
り
乱
し
て
い
る
。
し
か
し
、
浮
舟
は
匂
宮
を
「
君
に
そ
ま
と
ふ
(
ま
よ
ふ
)
と
の
給
し
人
」
と
い
う
形
で
回
顧
し
、
匂
宮
ゆ
え
に
世
の
中
か
ら
さ
す
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
、
「
こ
こ
ろ
う
し
」
と
思
い
は
て
て
い
る
。
源
氏
が
女
性
と
関
わ
る
こ
と
に
お
け
る
自
ら
の
責
任
を
強
く
感
じ
、
「
ま
と
ひ
」
苦
し
ん
だ
の
に
対
し
て
、
匂
宮
は
妄
執
の
ま
ま
に
「
人
を
ま
と
は
せ
」
「
さ
わ
か
し
き
ま
て
色
」
で
あ
る
が
、
相
手
の
立
場
や
行
-
末
を
思
い
や
っ
て
苦
し
む
こ
と
の
な
い
人
物
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
。
薫
は
大
君
の
拒
否
に
あ
っ
て
「
け
に
ま
と
ひ
ぬ
へ
き
」
「
し
る
へ
せ
し
我
や
か
へ
り
て
ま
と
ふ
(
ま
よ
ふ
)
へ
き
」
と
か
な
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
恋
路
に
嘆
き
、
大
君
病
気
に
「
お
は
し
ま
と
ひ
」
、
死
去
に
「
む
し
の
か
ら
の
や
う
に
て
も
み
る
わ
さ
な
ら
ま
し
か
は
」
と
「
恩
ま
と
っ
て
」
い
る
。
浮
舟
を
つ
れ
て
宇
治
に
や
っ
て
き
た
時
の
感
慨
も
「
た
れ
に
よ
り
て
か
-
す
す
ろ
に
引
あ
り
く
も
の
に
も
あ
ら
な
く
に
(
東
屋
)
」
と
り
も
な
お
さ
ず
大
君
の
ゆ
え
の
「
ま
と
ひ
」
だ
と
思
い
、
失
院
、
出
家
後
の
浮
舟
へ
の
使
い
が
む
な
し
く
帰
っ
て
来
た
時
の
「
お
も
は
ぬ
や
ま
に
ふ
み
ま
と
ふ
(
ふ
み
ま
よ
ふ
)
か
な
」
と
い
う
嘆
き
に
お
い
て
も
、
薫
の
心
を
占
め
て
い
た
の
は
、
大
君
へ
の
執
着
で
あ
ろ
う
。
数
量
上
か
ら
み
て
も
、
正
篇
の
源
氏
の
夕
顔
や
紫
上
に
対
す
る
「
ま
と
ひ
」
に
括
抗
す
る
の
は
、
薫
の
大
君
故
の
「
ま
と
ひ
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
大
君
は
、
「
人
や
り
な
ら
ぬ
道
(
御
自
分
の
せ
い
で
し
ょ
う
)
」
と
切
り
返
し
、
「
い
と
か
-
お
と
ろ
お
と
ろ
し
-
、
心
う
く
、
な
と
り
あ
つ
め
ま
と
は
し
給
そ
(
そ
ん
な
に
、
困
ら
せ
な
い
で
-
れ
)
(
総
角
)
」
、
と
煩
わ
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
薫
に
自
分
の
喪
服
の
火
影
を
見
ら
れ
て
「
ま
と
ふ
」
の
は
、
薫
に
対
す
る
恋
の
気
持
ち
を
基
盤
に
し
た
感
情
の
動
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
君
は
薫
の
「
ま
と
ひ
」
を
理
解
し
て
お
り
、
相
手
を
患
っ
て
「
ま
と
ふ
」
点
に
お
い
て
、
源
氏
以
外
の
人
物
で
「
ま
と
ひ
」
が
孤
独
な
か
ら
ま
わ
り
で
は
な
-
、
共
感
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
唯
一
の
例
と
言
え
る
。
篇
で
は
「
ま
と
ふ
」
人
達
が
、
流
さ
れ
嘆
き
な
が
ら
生
き
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
相
対
化
し
て
み
せ
る
こ
と
で
、
救
い
の
な
い
世
界
を
開
陳
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
君
は
、
薫
の
侵
入
に
「
あ
き
れ
ま
と
ふ
」
が
、
亡
き
大
君
を
慕
う
「
は
る
冒
頭
で
あ
げ
た
、
『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
の
「
心
地
ま
と
ひ
に
け
り
」
を
契
機
と
し
て
、
「
ま
と
ふ
」
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
い
う
「
心
地
ま
と
ひ
に
け
り
」
と
は
、
結
局
、
日
常
の
世
界
か
ら
異
常
な
物
語
世
界
へ
入
る
こ
と
を
示
す
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
「
心
や
み
け
り
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。
や
む
か
し
の
」
と
い
う
思
い
を
共
有
す
る
点
で
薫
と
「
心
を
ま
と
は
し
た
ま
ふ
と
ち
」
で
あ
る
。
お
互
い
に
、
相
手
に
よ
っ
て
「
ま
と
ふ
」
の
で
は
な
い
が
、
生
き
る
「
ま
と
ひ
」
の
苦
悶
の
深
み
に
お
い
て
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。し
か
し
、
薫
の
「
ま
と
ひ
」
も
中
将
の
「
ま
と
ひ
」
等
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
相
対
化
さ
れ
、
浮
舟
の
母
の
激
し
い
「
ま
と
ひ
」
に
圧
倒
さ
れ
て
、
や
は
り
相
対
的
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
登
場
人
物
た
ち
の
「
み
な
人
」
が
、
自
分
の
「
ま
と
ひ
」
を
「
た
-
ひ
な
き
や
う
に
」
思
う
状
況
を
呈
し
て
い
る
の
が
、
続
篇
の
世
界
で
あ
る
。
1
 
4
『
源
氏
物
語
』
は
、
生
き
る
こ
と
を
「
ま
と
ひ
」
で
あ
る
と
思
い
切
っ
た
と
こ
ろ
で
構
想
さ
れ
、
正
篇
で
は
源
氏
と
藤
壷
と
い
う
類
ま
れ
な
主
人
公
た
ち
が
「
ま
と
ひ
」
に
直
面
し
、
「
ま
と
ひ
」
の
中
で
生
き
て
み
せ
る
が
、
続
「
こ
こ
ち
ま
と
ふ
」
致
-
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
[
注
記
]
-
井
上
睦
雄
「
中
古
文
に
お
け
る
(
ま
と
ふ
)
と
(
ま
よ
ふ
)
」
(
『
中
古
文
学
』
7
)
一
九
七
1
年
2
塚
原
鉄
雄
『
伊
勢
物
語
の
章
段
構
成
』
一
九
八
八
年
新
典
社
3
塚
原
鉄
雄
氏
は
、
実
在
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
「
作
者
素
材
」
と
、
「
作
品
作
者
」
と
を
区
別
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
(
『
王
朝
初
期
の
散
文
構
成
』
一
九
八
七
年
笠
間
叢
書
)
4
木
之
下
正
雄
『
平
安
女
流
文
学
の
こ
と
ば
』
至
文
堂
服
部
一
枝
「
古
今
集
に
お
け
る
「
ま
が
ふ
」
と
「
ま
ど
ふ
」
」
(
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
1
言
三
九
八
二
年
)
≡
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破
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注
2
に
同
じ
内
田
賢
徳
「
逆
言
、
狂
言
考
」
(
『
万
莫
集
研
究
』
)
拙
稿
「
ま
と
ふ
」
考
(
『
古
典
文
学
研
究
』
3
)
曽
田
文
雄
「
「
心
肝
」
「
肝
心
」
小
考
」
(
『
滋
賀
大
国
文
』
-
・
一
九
六
四
年
)
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
二
補
注
注
3
に
同
じ
宮
地
敦
子
「
「
こ
こ
ろ
」
か
ら
「
心
臓
」
へ
-
身
体
語
嚢
の
変
化
-
」
(
『
国
語
学
』
一
〇
四
)
山
口
佳
紀
「
精
神
(
コ
コ
ロ
ド
)
考
」
(
『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
三
五
昭
和
四
五
年
六
月
)
注
6
に
同
じ
「
か
た
-
な
し
き
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
が
注
I
の
文
献
に
お
い
て
、
諸
説
を
整
理
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
見
は
「
か
た
-
な
し
き
」
は
「
ま
と
ひ
」
を
深
刻
化
す
る
も
の
で
は
な
-
、
む
し
ろ
否
定
的
に
自
噸
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
注
6
に
同
じ
今
西
祐
1
郎
氏
は
「
時
代
そ
の
も
の
が
『
お
ほ
け
な
し
』
と
い
う
特
権
的
状
況
へ
の
可
能
性
を
喪
失
し
た
『
け
し
か
ら
ぬ
』
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
」
と
い
う
形
で
、
時
代
の
変
化
を
捉
え
て
お
ら
れ
る
。
(
「
お
ほ
け
な
し
」
か
ら
「
け
し
か
ら
す
」
へ
-
浮
舟
的
状
況
『
国
文
学
』
昭
和
四
七
年
十
二
月
)
[
参
考
]
神
尾
暢
子
『
源
氏
物
語
』
の
疾
病
規
定
(
『
源
氏
物
語
探
求
』
十
六
輯
)
「
覆
名
物
怪
と
顕
名
物
佐
-
源
語
物
性
の
出
現
原
理
-
」
(
『
学
大
国
文
』
三
三
号
)
(
一
九
九
四
年
四
月
一
五
日
受
理
)
